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　昨年 12 月 26 日、第５回都路チャレンジ教
室が都路公民館で行われ、16 人の子どもたち
が木工教室やクリスマス会を楽しみました。
　木工教室では、市都路行政局産業建設課の職
員を講師にティッシュボックスを作りました。
講師の説明を真剣に聞きながら、小学校低学年
の子どもたちも上手に釘を打って作ることがで
きました。その後のクリスマス会では、ゲーム
やプレゼント交換をして盛り上がりました。

都路 チャレンジ教室 ティッシュボックスを手作り

　昨年 12 月 28 日、都路町岩井沢の吉田正さんから手作りの「しめ縄」が、都路町にひとり
で暮らしている高齢者へのプレゼントとして、都路方
部民生児童委員会に届けられました。吉田さんは平成
15 年から毎年、しめ縄をひとり暮らしの高齢者に贈っ
ています。また、都路町古道の楽農学会（代表坪井君
子さん）からは、会員が手作りした「梅干し」がプレ
ゼントされました。
　民生委員からしめ縄と梅干しを受け取った皆さんは、

「本当にうれしいです。毎年ありがとうございます。」
と感謝していました。

ひとり暮らしの高齢者へ心温まるおくりもの

　1 月 5 日、新春恒例の常葉だるま市（常葉町商工会主
催）が常葉字中町地内で行われました。天候に恵まれ、
三春だるま、白河だるま、干支の張子や熊手などの縁起
物を買い求める人でにぎわいました。来場者には甘酒や
豚汁がふるまわれ、寒さをやわらげてくれました。常葉
スタンプ会による現金つかみ取り大会も行われ、運だめ
しをする人たちで盛り上がりました。（写真上）
　1 月 8 日には、船引だるま市（船引町商工会・船引町
観光協会主催）がＪＲ船引駅前栄町森公園で行われまし
た。三春だるま、白河だるま、高柴だるまなどの縁起物
を買い求める人でにぎわいました。福まき餅、もちつき
体験、つかんだ分だけ卵がもらえるスーパーボールつか
み取り大会などが行われ、多くの家族連れが楽しんでい
ました。先着 500 人に甘酒が無料でふるまわれ、寒さ
で冷たくなった体も温まりました。（写真下）

常葉だるま市・船引だるま市

常葉 寿学級

いつまでも健康でいるために
　昨年１２月８日、寿学級「いきいき健康体操教室」
と閉講式が常葉公民館で行われ、90 歳の最高齢者を筆
頭に 13 人が参加しました。椅子に座ってできる認知
症予防・転倒予防の体操などを、体力に合わせ楽しく
体験しました。閉講式では、来年度もまた寿学級で会
うことを約束して、今年度の事業を終了しました。

田村市新春交歓会 市の発展を誓って
　1 月 8 日、平成 29 年 田村市新春交歓会が迎賓館 辰巳屋で行
われ、市内の団体や企業から約 180 人が出席しました。冨塚市
長は「引き続き皆さんと共に、市の復興と発展に取り組んでいき
たい」とあいさつ。共催の田村市商工会広域連携協議会の管野会
長があいさつした後、大和田市議会議長などが祝辞を述べました。
福島さくら農業協同組合の管野代表理事専務の発声で乾杯し、出
席者は親睦を深めながら田村市の一層の発展を誓いました。

食生活改善活動

推進員の国馬さんが厚労省表彰受賞
　長年の食生活改善活動の功労が認められ、田村市食生活改善
推進員の国馬弘子さん（都路町古道）が、平成 28 年度栄養関
係功労者の厚生労働大臣表彰を受賞しました。昨年 12 月 1 日、
伝達式が市役所で行われ、冨塚市長から国馬さんに表彰状と記
念品が手渡されました。国馬さんは、「これからも食を通して地
域の健康づくりに貢献していきたい」と話しました。

都路町行政区対抗家庭バレーボール大会 スポーツで交流
　昨年 12 月 4 日、都路町スポーツ振興会主催・都路公
民館共催の行政区対抗家庭バレーボール大会が、古道体
育館と都路中学校体育館の２会場で開催されました。都
路町 12 行政区から 17 チームが参加し、和気あいあい
と交流を深めながら、心地良い汗を流しました。
　結果は次のとおりです。
●優　勝…９区Ａ（写真）
●準優勝…１０区煌星　●第３位…第６区、９区Ｂ

　1 月 22 日、船引町門沢地区にある国指定重要文化財 堂山王子神
社で防災訓練が行われ、地域住民、消防団員、消防署員など 49 人
が参加しました。
　参加者は、緊張した面持ちで通報訓練や初期消火訓練、放水訓練
などを行い、普段から防火を心がけることの大切さを改めて実感し
ました。

文化財防災訓練 普段から防火の心がけを

　1 月 15 日、生涯学習セミナー「そば打ち教室」が滝根公民館
で行われ、星の村そば倶楽部の指導のもと、参加者 16 人が十割
そばを打ちました。
　参加者は、そば粉に水を加え、練って伸ばして切り、茹でる
作業まで、全ての工程を自分たちで行いました。加える水の量
の調整が難しく、そば粉の硬さを確認しながら慎重に行いまし
た。できあがったそばは、天ぷらと一緒に参加者全員で堪能し
ました。セミナー終了後も、参加者は倶楽部の方に、練り方、
切り方、茹で方のコツなどを真剣に聞いていました。

滝根 生涯学習セミナー 自分で打ったそばを堪能

多くの来場者でにぎわう


